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日本語 の 程 度量表現 用語 に関す る研 究

名古屋市立女子短期大学

織 田 揮　　準

問 題

　 こ とぼ が 心理学研究 に お け る研究者
一

被験者の コ ミ ュ

ニ ケーシ ョ ン の 手段 と し て，また，研究の 成果 の 伝達手

段 と して重要な役割 を演 じて い る こ と は ，
い ま さ らい う

まで もな い 事実で あ り，今後 とも利用 され る で あ ろ う。

し か し な が ら，こ と ばを心理学研究 の 手段 と し て考える

場合 ， そ こ に は い ろ い ろ な問題 が あ る。た とえ ば，質問紙

法や面接法 な どに お い て，研究者 の 発す る質問 が，はた

し て 研究者の 意図通 りに被験者 に 正 し く理解 され得 る と

い え る で あ ろ うか。こ の 問題 に 関連 し た 研究 と して は，

近藤ら （1966） の 質問紙法 に 関す る 基礎的研究の
一

環 と

して 行なわ れた児童
・
生徒の 目常生活 で 用い られ る人格

表現用語 （明る い 人 ， 短気な 人 な ど）の 具体的 な 意味 づ

け の 実態調査や続 ら （1966）， 山田 ら （1967）の 心 理学

的臨床分野 で 用い られ る性格表現用語 に 関す る 全 国の ク

リニ カル
・
サイ コ ロ ジ ス トの 理 解 に つ い て の 調 査報告 が

あ る 。 こ れ らの 研究結果に よ る と， 性格表現用語 の 理 解

ある い は具体的な意味づ けの 個人差 は 児童
・生徒に あ る

ば か りで な く，ク リニ カル ・サ イ コ ロ ジ ス ト相互 間 に も

か な りの 個人差が 認 め られ る と し て い る 。 ま た，続 ら

（1967）は質問紙法 に よ る性格検査 の 作成に あ た り，内容

的 に 同 じ次元 に 沿 っ て 作 られ た ，
い くつ か の 項目に 対す

、る反応相互 間 の 相関係数 は 意外 に低 く，か え っ て 他 の 次

元 に沿っ て 作 られ た 項 目へ の 反応 と の 間に高 い 相関関係

が 認 め られ た と して い る 。さ らに，内容的妥当性が あ る と

一般に考 え られ て い る Y − G 性 格検査 の 同
一

尺度内の 項

目相互 間の 相関係数 く尺度の 内部相関）が ， 予想外 に低

い こ とが明らか に され て い る （続 ら，1970）。 これ らの

数少ない 研究 か ら も ， 研究者と被験者間 に は質問項 目，

ある い は こ と ば に対す る意味 の と り方の 相違が あ り，言

語 に よ る人 間理 解が必ず し も満足す べ き水準に あ る とは

い え な い 。研 究者 の 意図 を 正 し く被験者 に 伝達す る た め

に も，また，被験者 の 言語 に よ る 反応か らそ の 意味 を 正

し く理解す る た め に も， こ と ばの 研究 が進 め られ なけ れ．

ばな らな い
。

　本報告 は 評定尺 度研究 の 一環 と し て ，程度 是 表 現 用
』

語 ， た とえ ば ， （1）非常に，か な り，ややなどの 現実 の 程 ．

度量表現用語，（2）き っ と，た ぶ ん ， お お か た な ど の 実現．

の 程度量 （確信）表現用語 ，｛3）い つ も，と きど き ， た ま

に な ど の 時間的程度量 （頻度）表現用語，お よび ， （4）さ

っ き，い ま，じきに，ま もな くな ど の 心 理的時間の 程度
．

量 表現用語 を と iりあげ，こ れ らの こ とばが具体的 に ど の

ように理解され て い る か を発達的 に 明 らか に し よ うとす
．

る も の で あ る 。 程度を量 る こ とば の 研究は 国文法 ， 国語
・

的な観点か ら行なわ れ て い る が，心理学的な 観点か らの

検討が行な わ れ な い ま ま，評定尺度 の 判断 カ テ ゴ リー凧

語 と して 使用 されて きた 。 織田 （1967）は こ の よ うな 問，

題意識 の も とに程度景表現用語 の 収集と分類を試 み，さ

らに 児 童，生徒，大学生 お よ び 成人 が こ れ らの こ とばを

い か に 理解 し て い る か ， そ の 実態調査 を 行 な っ た。本報 、

告は先 の 調査 を もとに ， 標本数 を増 し た 程度量表現用語

に 関す る 実態 調 査 の 結果 で あ る。

方 法

　 1．程度量表現用 語

　本研究に用 い られ た 程度量表現用語 は ， 織田 （1969）

の 程度量表現用語 の リス トに も とづ き， 評定尺度の 判断

カ テ ゴ リー用語 とし て 比較的頻繁に 使用 され て い る もの

が選 ばれ た 。 そ の 内訳 は 次 の 通 りで あ る 。

　 a ．実現の 程度量 （確信）表現用語……………
ユ6語

　 b ．現実の 程度量 表現用語
……………・…・・・・・…エ8語

　 c ．時間的程度量 （頻度）表現用語一・・………16語

　 d ．心理的時間 の 程度量表現用語
………………18語

　　ω 泄去表現用語
・…・・・…∴ ・・…・…・……・……… 9語

　　回未来表現用語
………・……・・・……・……・……ユ、0語

　 H ．調査対象

　程 度量 表 現用語 の 理 解水準 は被験者群 の 発達水準 に よ一

一 38 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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っ て か な り異な る が，高校生 の 理解水準 は成 人 の そ れ と

ほ ぼ
一

致する こ とが先 の 研究 に よ り明 ら か に された （織

田 ， 1969）。 そ こ で 今回 は，こ とば の 理解水準 の 低 い と

考え られ る 小学4 年，6 年，中学 2 年 を選 び，ま た成入

群 とし て 大学生を調査対象 と した 。な お ， 先圓 の 調査 の

対象は 1調査 あた り100 名か ら200 名と少な か っ た が ，

今 回 は 1 調査 あた り 300 名か ら 500 名 に 標本 数 を増 し

た。調査対象は愛知県下 の 岡崎市 ， 安城市お よ び名古屋

市内の 小 ・中 ・大学生 で あ る。そ の 内訳 は Table 　1 の 通

りで ある。

Table　1 調査別有効被験者数

1

調 査 大学斗 学 ・扁 学
錮 小学 ・年

調　査　　 1 4781 　 505

・361

・・8

’

1

544i ・69

調　査　　 且 481

調　査　　皿 479

4071　　 419

4721
　

545

調 　 査 　 IV．− 1

調 査 N ．．− 2

… 1 ・ggi．　 IZ・
・ 578

323　「　　 532　　　　479
　 　 1

577

2，084 …2，6iデ 2，379 …2，588

　A ，B い ずれ が 「よ り高頻度」 をあ らわナか 。 な お ，

　「あま り」 「め っ た に」 「ほ とん ど」 「ぜん ぜ ん ゴ 「ま っ

　た く」 の 5 語 は 「し ない 」 を用 い た 。 120 問 ， 工6語 i
調査 W 　心理的時間の 程度量表現用語 の 調査 で ， 調査 W

　− 1 と調査W − 2 に分か れ る 。

　調査IV − 1　過去表現用語 の 調査 （36問，9 語 ）

｛跨響 調 鑑
た

　調査 IV　2　未来表現用語¢）調査 （45問，10語）

1含：欝窟 茎欝
す

　A ，B い ずれ が 「よ り古 い 過去 （調 査 IV−・・1 ）」 を ，

　また ，「よ り近 い 未来 （調査 IV・．tt．．2 ）」 を意味 す る か。

　A 「．実施

　調査 の 実施に あ た り， 小学生 に は 1 人 あ た り 1 な い し

2種類 の 調査，中学生 に は 2 〜 3種類，大学生 は 3 〜 4

種類 の 調査 を集団的に 実施 した 。 小 ・中学生 の 調 査実施

は 担任教師 に 依頼した 。

　調査 は 昭和44年 1 月 か ら 3 月 に か け て 実施 され た 。

十
曇
卩

±

　 HI．調査票

　選択 された 程度量表現用語相互 間 の 程度量 に関 す る一

対 比 較判断 （二 件法）を求 め る に あた り，下記 の 要領で

4 種類 の 調査票が作成 された。各調査 の 質問 お よ び 回答

形式 は 次の 通 りで あ る 。

調査 1　実現 の 程度量 （確 信） 表 現 用 語 の 調査 で ， 形式

　 は 次 の 通 りで あ る 。

　　A ．きっ と　き ま す

　｛
　　　　　一　@

　一 　 　 B ．たぶん

き ます 　A ， B いず れの表 現が 「き ます」 という気

（確 信 ） 　 が よ り 強いか， そ の判断を求 める。12

~ ， 16 語 調査ll 現実 の 程度

表現語の調査 ｛倉 ：詫L奇 き
笑， 。

含： 灘 類く ない 　 A，B い ず れ が「より大 き い」こ

を表 現する か 。な 　お ，「 あま り 」 「ほ とん ど 」 「 す こ

も 」「 ぜ ん ぜん 」の 　 4語 に は「大 き く な い 」 を用

，「 ど ち ら と も い えな 　い」 に つ い て は 「 大 き いと

小さ いと も ど ちら と も い 　えな い」の表現

と っ た。153 問，18 語 調査皿　 時 聞的

度量（頻 度

）

表現 用語の 調 査

倉 欝

す享。 ｛ 含 篶謹。、 、 結 果 　調 査 ご と に

度 量に関 する判断 の 比 率行列 が 作 られ た＊ 。更 に ，

断 の 比 率 行列にもと
づ
き，程度に関 す る こと ばの尺度値が ， 『」

P ． ギ ルフit ・一 ド（ 19

）のケー スV に も と づ き 算 出された 。 　Table 　

`6 は 小
学4 年， 6 年 ， 中学2 年，大 学生 の 4 群の

対比較 判断による 比 率 行 列を1 つの表 にまとめ たもの

， 枠内の左上が 大学生 ，右 上 が 中学 生 ， 左卞が 小 学

N 生，右下 が 小学4 年生 の 結果であ る 。なお， 程 度

表現 用 語の 配列 の 順番 は 大学 生群の尺 度値

従った。 　次 に，調査ごとにそ の結 果 を通

する。 1 ．実 現 の程度量 （確信 ）表 現 用 語（調 査 1
　 程度量表現 用語 の 共通理解 が成 立 し て い る か 否か

判 定 基準は ， 研 究
の

日的や研究 者 の 判 断 に よ って か

り 違 う 。 そこ で ， ここ では… 対比較判 断の比率の差

検定 と いっ た 観 点か

ら
ではなく， 経 験的な 観 点か ら

判

基準を 設定 し た 。 ． すなわ ち，一 対 比 較 判断 の 比 率 が

ずれ か 一 方 に75 ％ 以上 偏 っ て い る 場 合 に，そのこ

ばにつ

ての 共通 理解 が 成立し て いると みなすことにする （75

基 準） 。 　75 ％ 基準に 従 っ て実 現 の 程

量（確 信）表 現 用 語 16 語 を分類す れ ば ， 大 学 生

の 場 合 次 の 通 りである。 ＊ 　 調 査 結 果の 処 理 は ，

古
屋大

学

育心理
学
教室 の 電 子 計 算機 NEAC 　 1240 によ っ て 行な わ
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1．最強度の 確信を量 る こ と ばで ， さらに 4 つ に 下位分

類 で き る 。 確信の 強 い 順 に 示 せ ば，次 の 通 りで あ る。

　 1．1 絶対 に ， （必 ず）

　／，2 （必ず），（断然）

　 1．3 　（断然），き っ と，た し か に ， うた が い な ぐ，

　1．4 程度を量 る 修飾語 を と らな い 表現，
．
こ の 調査

　　　 で は 「きます」が こ こ に属する 。

2．中程度の 確信を表現 す る こ と ばで，次の 5語 が こ こ

に 属す。

　 た い て い ，た い が い ，たぶ ん，おそ らく，おおか た

3．低度の 確信表現語 で ，次 の 4 語 で あ る
。

Table　 2

　　も しか した ら ， こ とに よ る と，ど ち らか とい えば，

　 　 ひ ょ っ と し て

　 こ の 分類 は 中学 2年群，小 学 6年群の 結果 と ほ ぼ一致

す る が ， 小学 4 年群 で は 大分類 1 と 2 に属す る こ とば 相

互 間の 意味の 分化が あ い ま い で あ る 。 た とえば，小 学 4

年群で は 「断然11と い う強度 の 確信表現 と中度の 「た い

て い 」 「お お か た 」 や 「もし か し た ら」 の 間 に意味 づ け

の 差異が75％基準で は認 め られない 。Fig．1 は程度量表

現用語 の 尺 度値 と分類結果 を図示 した もの で あ る。

U ・現実 の 程度量表現用語 （調査 H ）

　現実 の 程度量表現用語 ユ8語 を75％基準 で分類すれ ば．

実現 の 程度量 （確信）表現用語 の 比率行列 と尺度値　　　　　　　　　　　　　・

　　 （小学 4 年 469 名，小学 6 年 544 名，中学 2 年 505 名，大学生 478 名）

1

ぜ に
つ

た
い

　i
ず 1と

2

か

な

ら

3

き

っ

8

た

い

て

い

7
（

き
ま

す
）

6

な

ぐ

う
た

が
い

5

だ

ん

ぜ

ん

4

た

し

か

に

・ ぜ ・ た い ・ ［・ 隠

9　 10　 11

た 　 た 　 お

カ1 剥 言
い 　 ん 　 く

16

てよ

つ

と

5

い

え

な
い

ー
　
ど

ち

ら
と

も

4

る

と

エ

こ

と

に

よ

3

た

ら

ユ

も
し

か

し

12

お

お

か

た

尺 　度　値

ひ し
i

一
ヲ蔀 甲「小 i 小

2　か 　 な　 ら　ず

3 　 き　 　 っ 　 　 と

4　た 　 し　 か 　 に

5　だ　ん 　ぜ 　ん

6 　うた が い な く

量li　5
飃
」

囗

U

匿

り

45
【
02U7744445

一
400
一・
4
呪
リ

33

丁
1

22
一
〇

1

003112211

Qゾ
89Qげ

90り
009Q謡

88Qσ
99nO8QV988

 ぱ
Q》

98Qげ
0ゾ

9Qゾ
8

∩

コ

99989Q）．

只）
只
V9

∩

」

9889Q
》

只）
89∩

コ

98Qゾ
0ゾ

8799889888◎U98898nO
轟
b．
FOnO

999Qσ

、
9　

一

Qり
899．

8009Q
り

989Q
り

889QO99
・
98

　

　一

ー

777787
一
87

77

　

　一

　

　

　

　一

巨
76

匯
飃

一
88

一
9q
り

．
77

…
77

8111臑 11i511雛

87987697879876

、87

躑 瀏豊19311111・ 巨
ll隱到1引鋤％1嬲 1…1§

学
4

年

学
6
年

学
2

年

学

生

7 （き　 ま　 す）

3．2012．1712．6311．97
　 　 1　 　 1　 　 1

1・到lll到ll隆1 ・
7619876187

　 　 l　　　 I

3．1q2．0612．381．87
＿ L國＿ゴ．『＿．一一一・＿

4nd229ム
0
ゆ

工

22り
d12

1 1王工

．
0

2
ワ施
0120

22

 
1120121100

2．841．982 ．221、81

・ 62呻 2・睡
　 　 　 　 　

2．49 工．631．921．39
　 　 　 　 1　 　 ．

丁臑 ijl9§隱黔 蹴 1［ll舞 ・・1瀛 ・7rL34

・ ・

　 　 認讎 慧陣 56…・ 56i… 塾

41
一

一
司

一
88

一
99

…
989

∩

ン

∩
D8

∩

コ

G
」

88
一
9988∩

」

88G
り
877988798

2．41 ．　S311．　S711．　3S
　 　 　 −一．1一

8 た い て い
10ilO ユ：0 ユ．02 ・ 2 ・ 212

9 た い が い
．
12

皿
01
一
II

…
22

一
〇

1

一
　

　−
颪
、 211001100阿

−

1001且

00
ん

12
．

01
皿

−　　　　　广　．　　
@120

 n10ユ

011001

．

0010 　

　　ぶ 11 　
　

そ

ら2J−2nUL010001｢0
．

H

1100 く 2 　お　お 　 か　たG ll

回

・

1119

搬

一／
31

 

1

010

黶
Z1

廴

1

H
广11一

〇

〇

〇

〇〇
〇

一

11

唄

　

111

・

0

0000001110

／

黶Z
〇

〇

〇

〇

斜
01

｝

@000000
π

010

1

…

000

01111

一

〇

〇

〇

〇

〇

灰

0111J20000
 

101

　

　

　

　

　0

0
 

．

000
　0
、

0

　

　

　

冖

　

　

　

　

l
　、01　　0　

　
　

00
0

一

　
．

　

．

　

　　
石

　

．
．0　　00「

…ー ｽし鴻力しも

3、
 

ｱ 

と
こ

4100100

工VOi0
〇@1一一

〇
o

 〇

〇
一一ｦいもとら

ち

い
どな5100100

てし
とつよ

ﾐ61　　．91　　@@@@@　　　
　

　
1

　1Qげ

QO99

ー

　

ー
98

∩

コ98QゾGU<TAB>989
9
　11　　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　1Q》8Qげ9−80◎9∩ツ889Q
げ

<TAB>
　

　

一

9
　　
一

89
…

88　　一99．99　　．1　　　　　@@@　

　

　

　

　

　　

　　
　　
　

　　
@　
　

　　
　

　−88989Qσ　9Q研1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

@
　

　
．
88B8@@

一Q]一9Qぱ 
8Qり

9
ー　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

ト

ー
　

　

　

　

　
　

　
　

1
　　

　　
　、
　

　

　．
一

<TAB>879

只

U
．

　

　

　

　

　

1
　

　

　

　

　

　

．

　
　

　

　

　1889818

0U9818ハ9<TAB>α謄0ρ

00U

　

　
一

7nO

．

71

．

1770U70U767　　ー
農

0魔
凵

　

　
5

臼

αU　I　　　　　　−1　　　　　

　

　

　

　
　

@
　　　．
　　
0

岬

45　
　

3り
0<TAB>00243

−　

　
　

　

　

　

@

　
　
　

15132
煙り1@@@　　　@@@
．

　

　

　

　　
り

己232

<TAB>51

　

　

　

…

　−慶752U窃
0

0
り

乙

り

乙

1

．
3323

<TAB>．

5踐U罵UαUI　　　　　　　　　　I　　　　　　　　
1

41<TAB>55一550り54　@D@@@　．　　　@@匿」
5

　

　

50
り
覧J　　　　11　　

　

　

　

　
　　　@@@@@@@@@@@@@

　　
　

　

1
<TAB><TAB>
／
30

11

　
　

　　
　

　

　　
　

　　
　　
　

　　

　

　1
　

　

　

　

　

　

　　　．廴　1001　1　　　　　　　　
．

−

1001

　
　

　

　

　

　

　

　

　　　@
　　　　@@@@@@@@@　1　0<TAB>3 1

　

　

皿

01

．

Ol

．I

　
I
．

　

「
　

1．0工

 

1<TAB><TAB>111

　

　

　

@
　　　　　　　　　广　　．　　
101001

隠
り

に

」
α

U
α
り
．

　
　

　

I

　　　

　
　

　

　

　

@
　

　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　
　　
　

．

Ω

ｾ

UU
．　　14ｽv
 

4515<TAB>44ｷ

」

4<TAB><TAB>
　・4551　@@@　

　
」

　
　
　　

　

　

　

斗

54　1．4尋

慶

ｾ44脅
》
43<TAB><TAB>

D
　　11000

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
P
−

・

00

<TAB>0<TAB>1<TAB>I
@
　

　　
　

　　　　　I翼り
震U4ド3<TAB>nO4．

　

　　

　

　 I　　　
　
　　　15

躍

U4覧りーり
04<TAB><TAB><TAB><TAB>

^0010100<TAB>0
∩

VOl　10<TAB>51
　 　　　　 　

． 4<TAB>ー54奪5<TAB><TAB>　　1　　004
030 」　　 ．<TAB>ー0100　

D<TAB>11∩）01　
　　

　

　　1　　　　　　10100 ー<TAB><TAB>ー　／，
10

． 　 871 ，1．
　OglO．　86

　 　 　
@　1　　i 　

　　セ　−／t− −
　　　

　 　
9L37

C91
．／41D．9
　 　

1 　　
@−1．一、−
E 塾86

・ ・璽 llllllll …1 亨1 ・・蜘1 ・ ・861i ・ ・ 671 臼 6671761 璽 1 卿 2 ・ 1 ・ ・ 3

　　 Iio ．040 ． 000 ， 00 、 0 ．

　 　1 　 　 「 一 一 一 一冖 彎塑 0 ． 00   ．00 　 　 1 　 　 旨 0 ． 0910 ． 10

@ ．L ＿ 注 1 ） 　ま

内 の左上の 数 値ゑは 大 学生，右±は 中学2年，左下 は 小学6年， 右下は小学 4年 の 判 断結 果である。 　　　（Table 　 3 〜
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その比
率
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・

大学生群の 結果 か ら，次の 4 群 に 大別 で き る Table 　3，

Fig ．2）。

　1．最高度をあ らわす語 で，次 の 2 つ に下位 分 類 で き

　 る。

　 　L1 す ご く，非常に ， （た い へ ん ）

　 　L2 （たい へ ん）；とて も，か な り， だ い ぶ

　2．中程度を あ らわ す語 で ， 「わ り
．
に」 と修飾語 を取 ら

　な い 表現 ， こ こ で は 「大きい 」 の 2 語 で あ る
。

　3．低度 を あ らわ す語 で， 2 つ に下位分類で き る。

　　3．1 や や ，す こ し，（た し ょ う）

　 3．2　（た し ょ う），ど ち ら か と い え ば ， わ ずか に

　4．零度をあ らわ す語 で ，3 つ に下位分類 で きる。

Table　3

　　4．1　あ ま り，（どち ら と もい え な い ）

　　4．2 　（どち ら ともい え な い ），（ほ とん ど）

　　4．3 （ほ とん ど）， す こ し も

　5．絶対零度 を あ らわ す 「ぜ ん ぜ ん 」がこ こ に 属す る。

　 し か し ， 低学年 に な る に し た が っ て 大学生 群 で 可能 で

あ っ た 下位分類 が 困難に な る こ とが うか がえる。

皿．時間的程度量 （頻度）表現用語 （調査皿 ）

　 こ こ に 属す る こ と ば相 互 間 の 理解をみ る と， 大学生群

の 結果 と他の 3群 の 結果 と の 問に い くつ か の 相違点が み

られ る （Table　4
，
　 Fig．3）。 大学生群の 結果 か ら ， 頻度

表現語 16語 は 次 の よ うに 分 類 で き る （75 ％ 基 準 ）。

　1．高頻度を意味する語 で，「い つ も」「し じ ゅ う」「し

現実 の 程度量表現用語 の 比率行列 と尺度値

　（小 学 4 年 419名，小 学 6 年 407 名 ， 中学2 年 536 名 ， 大学生 481 名）
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　 よ っ ち ゅ う」 「よ く」 が こ こ に属す。

　2．中度の 頻度を意味する語で，2 つ に 下位 分 類 で き

　 る 。

　　2．1 た び た び，し ば し ば， と き ど き，ち ょ い ち ょ

　 　 　 　 い

　　2．2　た ま に ， ときた ま

3．低頻度をあ らわ す もの で ・2 っ に分類され恥
　　3．1 あ ま り， まれ に

　　3．2　め っ た に，ほ とん ど

　4．零度表現語で，「ぜ ん ぜ ん 」 「ま っ た く」 が あ る。

　他の 3 群に お い て も，大分類に お い て は 大学生 群 の 結

果 とほ ぼ同 じで あ るが，他の 3 群 とも大学生の 結果 に よ

る大分類2 に 属す る語相互間 の 意味が未分化 で，大学生

群 の よ うに 下位分類 で きな い 。ま た，大分類 3 の 「ま れ

に」 は 「た びた び 」 「しば し ば」「と き ど き 」 の 大分類 2

TtiPle　4

と同じ意味に解され て お り，大学生群 の 結果 と他 の 3 群

の 間 に 大 きな はず れ の あ る こ とが わ か る。さらに，被験

者群 の 80％以上 の 判断 が一
致 し て い る か ど うか とい う基

準 （80％基準）で は ， 小学 4年生群で は 大分類 1 と 22

と 3 ， 3 と 4 に属す る こ と ば相宜聞 の 意味分化が あ い ま．

い で あ る こ とが わ か る 。

IV．心 理 的時間 （過去）表現用語 （IV− ．1）

　調査過去表現用語 9 語 は ご く新 し い 過去 を 表現す る も．

の とそれ よ りも古い 過去 を表現す る もの に 大 分類で きる

（Tab1髄）。こ れ は ， 他 の 程度量表現用語 が 3 つ 以 上 に

大分類 された の に対 し 大きな特徴 とい え ま し ょ う。し か

し，大学生群に．お い て は ，心理的時間表現用語相互 間 の

意味 づ け の 差異 が か な りは っ き 1 し て い る 。 すな わち ，

　1，古 い 過去 を 表現す る もの は さ ら に 3 つ に 下位分類 さ：

　 れ る 。古 い 順 に示 せ ば ， 次の 通 りで ある。

時間的程度量 （頻度）表現用語 の 比率行列と尺度値

　　 （小学 4 年 545名，小 学 6年472 名，中学 2 年 508 名，大学生 479 名）
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数値 たは 行 の こ と ば が ， それ に 対 応 す る 列 の こ と ば よ りも時 間 的 程 度 （頻 度）が よ り大 で あ る と 判 断 さ れ た

比 率 （ん） で あ る。
表 の み か た お よ び 比 率 （　fe）の 意味 に つ い て は Table　2 の 注 を 参 照 の こ と。
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心 理 的 時 間 （未 来 ） 表 現 用 語 の 尺 度値図

　 　 Ll 　 と うに

　　 L2 す で に ， せ ん こ く，（もう）

　　 1．3　（もう）， さきほ ど， さっ き

　2 ．新 し い 過去 を表現す る もの は，次の よ う に 下 位分類

　 され る。新しい 順 に示 せ ば ，

　 　 2．ユ　 た っ た い ま

　　 2．2　い ま

　　 2．3　い ま し が た

’

これに対 し て，小 学 4年，6年 で は大分類の 1 と 2 問の

意味づ け の 差は は っ き り と理解され て い る が，同
一

の 大

分 類 に 属す る 語相互 間の 意味 の 差異 は あ い ま い で あ る 。

V ．心 理的時間 （未来）表現用語 （調査IV− ・2 ）
’

　 未来表現用語 は，過去表現用語以上 に大学生 群と 他の

8 群の 結果聞 に 大き な差異が み られ る 。

一
般的 に み て ，

大学生群以外の 群に お い て は ， 共通理解が あま り成立 し

て い ない とい えよ う。大学生群の 結果 に よれ ば ， 次の よ

う に分類 で き る （Table　6）。

　 L ごく近い 未来表現語 と して ， 「た だ ち に 」「す ぐに 」

　　 「い まに も」

　 2．少 し 遠い 未来表現語 と し て ，「い ま に 」 「ま もな く」

　　 「ほどな く」 「や が て 」「ちか じか 」

　 3．遠い 未来表現語 と し て ， 「そ の う ち に 」「とお か ら

　　 ず」が ある。、

　 こ れ に 対 し て ， 中学，小学 と年齢 が 低 くな る に つ れ て

．
未 来表現語相互間の 意味 の 差があい まい に な る。た と え

ば ， 小学 4 年 で はIV近 い 宋来 を 表 現 す る 「た だ ち に」

「す ぐに 」 「い ま に も」 「い ま に」 と（2）L“ い 未来をあ らわ

す残 りの 6語 の 2 つ に 大分類で きる にす ぎな い （Table

6，　Fig ．5）。

考 察

　一
対比較法を用 い て 調査した程度量 表現用語 は，主 と

し て 程度量副詞 とい わ れ て い る もの で あ る 。森 ．（1964）

は国文法学の 観点 か ら程度量副詞 を 「程 度 の 副 詞」 と

「時の 副詞 」 に大別 し ， さらに ， 程度量副詞 の あ らわ す

程度量 に も と つ く分類 を行な っ て い る 。 た と え ば ， 「程

度 の 副詞」め 1 種 で あ る 「現実の 程度を量 る副詞」は ，

（a撮 高度を量 る 「最 も」「とびき り」， （b）比 較 的 高 度の

「ず っ と」 「ひ とき わ 」 「き わ め て 」，（c）高度の 「は な は

だ し く」 「とて も」 「た い へ ん 」 「非常 に」， （b）相 当 度 の

「か な り」 「な か なか 」， （e ）低度 の 「やや」 「い く ら か 」

「す こ し 」 に 分類 で きる とい う。し か し ， 程度量副詞 の

国文法学的 な 観点 か らの 理解 とわ れ われ の 日常生活 に お

け る理解 とが，必 ず し も一致しな い で あ ろ うこ と は容易

に想像で きる。こ こ で 用い た程度量表現用語を含め て ，

言語が心 理学研究に お け る 人 間理解の た め の 有効な手 段

とな る た め に は，少 な くと も研究対象 で あ る 被験者 の 言

語 に対す る 理解 の 実態が，把握 されなけれぼならない で

あ ろ う。

　今回の 実態調査に よ っ て ， 程度量表現用語相互 間 の 程
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つ

度量 に 関す る児童 ・生徒 ・学生 の 理 解の 実態をあ る 程度

知 る こ とが で きた 。 た とえば，大学生群 に お い て も，

「た い へ ん 」「とて も」 「か な り」 の 3 語間 の 程度量 に関

す る意味 の 差異 は ， 不明確で ある こ とが わ か っ た 。 こ れ

は，1
’
た い へ ん ……で あ る」 とい う表 現 と 「とて も

……

で あ る 」や 「か な り……
で あ る 」 と の 間 に 程度 に 関 し て

有意な意味 の 差が ある と考える の は，解釈 の し す ぎ で あ

る こ とを示唆す る もの とい え よ う。 こ の 場 合，「た い へ

ん 」 「とて も」 「か な り」
．
の い ず れ の 副罰が使用され る か

は ， 使用す る もの の 語感やそ の 時 の 気分 な どに よ っ て 決

定 され る と考える の が妥当で あろ う。

　
广
従来の 評定尺度構成 の 手 続 き に お い て ，多数ある 程度

量表現用語 か ら ， 判断 カテ ゴ リー用語 とレて い か な る こ

とばを 選ぶ か は，研究者の 程度最表現用語 の 理解 と経験

に もとつ い て 行 な わ れ て い た 。 しか し，こ の 調査結果 は

被験者の程度量表現用語 の 理解 の 実態を知 る こ とな く，

研究者 の 理 解 を唯
一

の 手 が か り と して行な うこ との 危険

を示唆す る も の とい え よ う。そ の 他，評定尺 度 の 判断 カ

テ ゴ リー用語決定 に あた り酒己慮すべ き点が示 唆され た。

まず第 1 に，評定尺度 の 判断 カ テ ゴ リー用語 と して 決定

され た 程度量 表現 用 語 梢 互 問 の 程度量 に 関す る 意味分化

が ， 研究者 自身は も ち ろ ん の こ と被験者群 に お い て も成

立 し て い な けれ ばな らない 。た とえば ， 判断 カ テ ゴ リー

用語相互 間 の 程度量 に 関 す る 意味分化 が，被験者群 に お

y・て 75％基準 で 成立 して い な けれ ば な らな い と し た 場

合 ， 被験者が大学生 で あれば ， 「やや 〉 わ ず か に （Table

3）」 の 関係が理 解 され て い る か ら ， 同
一尺 度の 異 な る 判

断 カ テ ゴ リーの 用語 と し て こ れ らの 2 語 を 用い る こ とが

で きる 。し か し，小 ・中学生 に お い て ， 「やや 〉 わ ずか

に （Table　3）」 の 理解 は 75％基準 で成立 し て い な い 。そ

の た め ， 大学 生 を被験者 と した 調 査で は使用可能 な 「や

や 」 と 「わ ずか に」 を含む 評定尺度は ， 小 ・中学生 を対

象 に した調査 に用 い る こ とは 不適切で ある 。 次 に ， 研究

者 と被験者の 間 に 程度量 表現用語理解に 大 きな ずれ の あ

る こ とば の 使用 は さける べ きで あろ う。た と え ば，実現

の 程度量表現用語 の 「断然」 「うた が い な く」 「（きま

す）」（Table　2），現実 の 程度量表現用語 の 「わ ず か に 」

「だい ぶ」（Table 　3）， 時間的程度量表現用 語 の 「ま れ

に 」 「し じ ゅ う （小学 4年）」 （Table　4）などは ， 大学生

群ど小 ・中学生群問 の 結果に 大きな違い の あ る もの で あ

り，評定尺度用語 と し て 使用す る 揚 合 は と くに 注 意を払

う必要が あ る 。

　 こ れ まで の 考察 か らも明 ら か な よ うに ， こ とばが 心 理

学研究 の よ り有効 な手段 とな る た め に は，少 な く と も被

験者 の 用 い る こ とば の 意味 と研究者の そ れ が 一致 す る

か，一致 し な い とすれ ば，研究者の もつ い か な る こ と ば と

対応す る か など， 被験者の 理解す る こ とば の 意味の 実態

が 明 らか に され ね ばな らな い 。こ れ は被験者 の 年齢が 低

い 程 重 要 で あ る。た と え ば，幼児 が 「い た い 」 とい っ た

とき 1 そ の 意味 は わ れ わ れ 成人 の 「痛 い 」 で あ る こ もあ

ろ うし，「痒い」 こ とで あ り，また 「つ め た い 」 こ とで

あ る か もし れ ない
。 そ の 他，関東 と関 西 と い っ た 地域 の

違 い に よ っ て も ， 同 じ こ とば の もつ 意昧や そ の ニ
ュ ア ン

ス に 多少 の 差異 が あ る で あ ろ うし，時代に よ っ て も変化

す る で あろ う。 こ の よ うに こ とばの 意昧，ニ
ュ ア ン ス が

流動的な もの で あればあ る ほ ど ， こ とばの意味の 実態 を

明 らか に す る こ とが 必 要 で あ る。なぜ な らば，意味の 実

態を明 らか に す る こ とな く，こ とば に よ る正 し い 人 間理

解は あ りえ な い か ら で あ る 。

要 約

　 評定尺度研究 の
一環と し て程度量表現用語 の 意味 づ け

に関する実態調査を，一
対比較法を用 い て 行な っ た 。 選

ばれ た 程度量表現用語 は，に燦現 の 程度景 （確信）表現
』
用語 （16語），〔2｝現実 の 程度量表現用語 （18語）， 〔3）時間

的程度量 （頻度）表現用語 （16語）， お よ び ， 〔4〕心 理 的

時間表現用語 （18語）で あ り，調査対 象 は 小 学 4 年生

　（延 べ 2，588 名）， 小学 6年生 （延べ 2，　379　k），中学 2

年生 （延 べ 2，617名）と大学生 （延 べ 2，　084　k ） で あ っ

た 。 程度量表現用語 の 程度量 に関す る
一

対比 較判断 の 結

果 に もとづ き， 判断 の 比率行列 が作 られ ， ま た ，尺度値

が 算出 され た 。 そ の 結果，低学年 の 理 解と大学生群の 理

解に は大き なずれ の み られ る程度量表現用語 の ある こ と

が明らか に され ，評定尺度の 作成 に あた り，判断カ テ ゴ

リー
用語 の 決定は研究者側 の 理解 の み で な く，同時 に被

験者群の 理解を も配慮 し な けれ ば な らない こ とが示 唆さ

れ た 。
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ABSTRACT

APSYCHOLOGICAL 　STUDY 　ON 　THE 　JAPANESE ΩUALITATIVE

　　　　　　　　　　　AND ΩUANTITATIVE 　WORDS

　　　　　　　　　　　　 By

　　　　　　　　　 KIJUN 　ODA
Nag −

oツα M 廟 ∫吻 αZ　IUomen’

s　J磊雇 or （〕ollege

　 This 　study 　is　 on 　the　 developmental　 changes 　 in

meanings 　 of　the 　Japanese　qualitative　and 　quantita
・

t玉ve 　words （most 　 of 　the 皿 are 　 adverbs ） by　means

of 　the 　paired −compar 三son 　 method ．　 The 　 qualitative

and 　quantitative　words 　 are 　 classi 丘ed 　 on 　 the　 basis　 of

the 　 following　 four　 categQries 　 of 　 meanings ：

　（1）　18words 　which 　express 　degree 　of 　 common

things （TEST 　I）　； sugofeu ， んがδπゴ，　 taihen ，　 totemo ，

肋 πα 叫 etc ．

　（2）　16words 　 which 　express 　 degree　 of　 probabi−

lity（TEST 　II）； 2e4taini
，
　hanaraxu ，　kitto，　tashika7zi，

tabun，　 etc ．

　（3）　16word 讐which 　express 　degree　of　frequenc ￥

（TEST 　III）； itsumo
，
　yoku ，

　tabitabi，　 tokidoki ，　 mare −

nil 　 etc ，

　（4）　18words 　 which 　express 　 degree　 Of　psycho ・

10gical　time −distance （TEST 　IV）；

乱 10words 　 which 　 express 　 the 　 future； suguni
，

imani ，　 mamonaflSt ，　 yag α彦6，　 etc ．

bl　g　 words 　 which 　 express 　the 　 past ： tδni
，
　 senkoku

，

sakihodo
，　ima ♪　etc ．

　The　 subjects 　are 　required 　to　answer 　the 　follo応

　 Ing 　questlons ．

　 For　instance ；

TE ・T ・ ｛1：鸚 ご1”
TE ・T ・・ ｛1：翻 魏塩、

　The 　 subjects 　are 　required 　to　 answer 　 which 　means

la丐ger　 s三ze （TEST 　I）　and 　which 　expresses 　皿 ore

probable 　meaning ・（TEST 　II）．　　 ．

　The　sublects 　are 　2，5884th 　grade 　 children 　（10

years　old ），
2，3796th 　grade 　children （12　years 　old），

2，6178th　grade 　 children （14　years　old ），　 and 　2冫084

students ．　The 　results 　show 　that　 even 　 the　subjects

of 　the　same 　 age 　vary 　in　their 　interpritation　of　the

qualitative　and 　quantitative 　words ，　and 　the 　older

subjects 　can 　understand 　 more 　 sharply 　the　difference

Qf 　thelr 　 meanings ，
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